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岡原靖下遺跡は.地元木ノ間区の提案によ 9富士見町がG:計施行Lた昭和50年度非補助

土地改良(圃場聾個穆童)木ノ問地区.という土地改良工事により遺跡が確壇されること

になうたので率問に尭掘調査して記器保存する ことに仕勺た.

調査は 富士見町教育聾且金が請負い尭掘担当者には井戸尻考古崎町武勝雄大と小林公

明町2名が当。た.

尭掘調査に先立ゥて遺静の性格と範囲を愈慢するために置面採畠を主体とする予備関査

を行なったと ζろ 縄文時代中期初頭と平安時代盛期的土器唖片必よぴ内耳土稽破片町ほ

か打製石斧量点((どを探聾することができた.

遺跡の範喝のヲ札軒弁保太民的所有する野草摺 (直士見町富士見6148番地)561mz町

範周が原地形が保たれていることがわか勺た.その他の適時地f!ほとんど水悶となヮてい

たため割査的対象外とするニとに Lた.

尭掘調査Eに嬰Lた費用約四万円は原因者負担で行ない.量揚人夫l孟地元中心に富士見地

区全壇から公事Lた.報告書を尭刊するに当 qここに配Lて串酎町意を表す次鱗でみる.
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1 .遺践の環境

遺陣は，畏野県田勧郡富士見町木ノ間区の南300mに位置する.この地帯i丸フオツサ

マグナの西揖町断層崖から押出した大小町角躍を包含する砂曙層が尭遣し砂哩層の上部に

は蝿融証による証臨が各部にみられる.この幅量証は赤色顔料の原料には最適である.

砂礎層の上にはローム層が地概しているが.ニ的地帯町ローム層は比較的噂〈原地形に

左右された堆檀を示し巨慢の櫨在がある.

表土は場所によって異るがlO-50emの厚きでローム眉を不聾合に植川そのうえ径2-

30m極度の，1、角躍が多量に埠人Lて，やはり断層圏から町t供給物であることがわかる.

遺跡のあるのは，断層畠から町押出しが農上が9丘状を呈する部分の東辺に喪出Lた舌

訣古地上にあ?台地の先端は韮無山地の古生届に源を尭する武智川の開折によって形成

した低温地に接li揚水も存在する.ζ町揖水は聾高の尭生に欠〈ことのできない貴重な存

在であったろう.

現在.丘放を呈する丘砲とその周辺は書〈墓地になっている.集落はこの丘をとりま〈

ように掛水を中心にして尭遣L.その鵠，現在的位置に移動していったのだろう.

2 発掘調査の経過

尭掘地点，.傾斜の比較的強い舌状台地向先描部にあり.幸い開図きれずに普通畑であう

たため破壇きれずに凪読をとどめていた.

発掘は6月15Etに現地醐量を行ないグリッドの股定をした.

16日から 20日までの5日間でグリッドの艶掘必よぴ住居祉などの遺構の調査を完了 L.

工疹の進行に合せ世俗的な調査および地形割量の完血Lたのは7月118であ勺た.この

間.延50人的参加者によ 0現場におけるすべて町尭揖輯査作業を完了することができ

た.

3.発掘の実況と遺構の欄査

尭姻地点に 2mX2m. 4m2のグりyド53を殴定Lて尭姐した.

尭掘は地点町商事停ワから順次北寄りに向勺て進めてい〈ことにLた.

尭掘地的甫寄りから中央あた Oにかけて地水図の苗代用に世用するため耕作土的表土i孟
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総2岡遺跡付近地形図 (1: 1.情10) x，本埋喫健史個'"
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罰3図グ IJ 'YドJilJ遺構配置図

桐年間かにわ'"勺て制~取られ， IOcmを挫すまでに蝿

少していた.また東署f1)/三令、傾軒町ため誼失 Lて.やは

1} lOcmを萌す程度となq ていたので尭婦は妙勺た.

表土が少なか勺たので緋作伎がロ ム面に割まれてい

る位であった. Lたがって置構も;t柚もほとんど包めら

れなか勺た.-!-町うt，.37グリッドに1:40X60em深さ

35cm的土畦がみつた. ~二世 11三方を平桓の地情岩で

固い，その上に淘輯岩の肩平な董右を町せ.直に4舗の

陀石を方陪に配した石組土地であった.内部には単脱化

して縄色に汚染会畳けたローム肉細誼がつま勺ていた

だけで桐も無か勺た. しかし，使用されている岩石が

すべて縄文中期末の曾利目式劇的石組土拡に周いられて

いることと埋がノを伴う遺構との関連から骨f1Jll式期の

石組土地であろう.

こ町石岨土j庄町すぐ来客ηには 3.5X3. 9m.主軸の方

向南北で甚方形の住居祉が包められた.ニの住居径は前

通町ように掛作によワ植唄されていたが.西隅lニ焼土，!
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け残されたカマドが検出できた.

遺骨は土師器必よぴ灰軸陶器の確

片が1-2点ずっと.ほかに九兵ヱ

II式土器破片・角軒。石器のチ γ

プなどが散見されたどけであっ

た.土師器 ー灰軸陶器以外は緋作

による混入と考えられる. ζ町住

居祉を臨1号住屑祉と呼称する.

尭掴が中央部に進むに Lたがい

耕作土を官む黒色土壇は深きを増

L 35-55emに遣する桂に厚〈な

る.それに kもない遺物の量も増

加しはじめる.

29-42グリ ッドでは I号住居

祉を除いて遺物の尭見が菅揖であ
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第5閉 館1号住居.lと石組土拡

ったが 中央部町8-28グリ ッドにかけては衰面近〈に中世の内耳土器の破片や酷製の角

ーIが.ローム面上J5-20cmの縄文時代町地表面には酋寄9に九兵ヱII式土器破片が、晶

体的には打石斧とそのチ yプ必よび斜陽石片などが散見された.

なB，こ町地帯では縄文時代の地表商とロ ム面にかけて農粒が理主し、ローム面には

はIfLぃ凹凸が包められた.焼畑の復時に類似するものであろヲか.

次に中央部向車寄り 19. 26グリ ッドには3基町基拡が桔出できた.そのヲち Nol1i50

x30cmの隅丸長方陪を示し 真黒町腐蝕土が充満Lていた.また ほほ中央の腐蝕土中

から閉元通宝 L~' 大観通宝 l.r，![ ，融和i血宝 1.，!T. . 供武通宝 2 点・永楽通宝 l.~め計6枕

町中国銭が尭見された.これらの中国輯は上層から二枚カヘ下層に3枕がそれぞれ蜜務L
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第6図事

で尭見された.土事事基であろう.

p， . No 2町墓蛇1180X55em毘きO -18cmで …色の腐融制
充満していた.遺物以内耳土器確

片1点と1崎町 1.e:とを艶且するこ

とができた.No 1と同捕に中t止め

基拡であうだのどろう.

JJt 事拡 N.3はIl5x85cm揮さ
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9，mで，ニれも腐蝕土が充満Lていたが浅か勺たので遺物の尭見はなかった.
尭揖地点の北西寄りで"・ 45.50.51・52グリヅドにかけて，車に向って傾斜するロ

ム面上lO-15cmの風補色土層中にやや晶、面があり.九兵エ11式土器破片が集中的に

尭見された.

そこで.この面を詳細に調査Lたが住居祉に悟る遺構を楠出できなかった.一段下げて

ロ ム面上も調査Lてみたが，柱穴などは尭見できなか勺た.ただ北寄ηに焼土を伴った

Ii"llI:が横出されたので，一時的な生活面tLてとらえることができた.生活面町範囲は径

4.5m同同車プランを示すことが遺物円分布により判明できた.な必，炉枇11当初埋寝炉

であったのが櫨世に土器を敏かれたも町であろう.この生活面を調査の埠上で第3号住居

祉とすることに Lた.

第3号泣の北東寄9には土師器・灰軸陶髭破片を包含する蕗込みが認められた.こ町高

込みに係る住居祉を第2号住居老H した.

軍2号住居祉の商辺から南寄り付近帯町47・48グリッドのローム面上10cmの黒色

士層中には軒遭式土器確片左打石斧 ー機刃陪石器などの遺骨が点在する置物包含層が認め

られたが。第3号祉の場合のような生活面を帽思することはで与なかった.

!ll2号住居訟の調査に移ると，耳石安山岩の平鉱石3個を直立させ土器破片を支えた煙

道口が西隅に現われた.こ町土器破片は九兵ヱ日式に伴う関西系の舶元式並行町土器であ

った.土佐土は真J構内腐蝕土で極めて軟か〈西寄りでは九兵エ l式土器を，車寄りでは新道

式土器破片町ほか石ヒ 凹石 石Illi.I!!曜石円相l片ーなど縄文時代の遺物も昔まれていた.

第z号住居祉はローム面下30-帥'mの深さに掘下げられた里穴住居紘で遺構円程存11
極めて良好であった.ただ.遺構町東半分程が用水汐によ って臨場慢さ札て Lまっていたの

が残念であった.遺物は壁上から席面に及ぶ全面に遣存していた.それらは，土師器 ・須

恵器 灰軸陶器が主で 100片以上に違Lた.ただし完形土器はl点もなかったが.墨書の

ある土器破片が4点もあり.そのうち 1点には「大J町宇が明記されていた.土器のほか

には鉄製品町暗主1点が尭見された.

第2号llI:l玄、 1辺が4mの方形プランを示し.商隅には石摘み粘土貼ワのカマドがあっ

た.カマドは両側が二重に構草され天井石には多量的タールが付着していた.費口町娘土

は厚<15cmに及んでいた.また.北隅にはカマドの蝿欠があ?焼之と 6個の石が桟き

れていた.このように.カマドの移聾が行なわれたことから.この住居は相当長時間檀用

されたことが判明した.床面11冊壁内周辺を酷き貼席となって釘?部分的に深い個所b'

Uめられた.この深い部分からは斬直式土器確片が多〈尭且された町で，この第2号llI:11. 

鯛壁斑下町貼席でタい部分を除き.そ町中央部の貼席内部分に縄文時代中期的新道式期σ

6 



住居老上があ '人そ同住

居祉を破壊し埋立てて

、
鵬されLことが判つ
た. Lたがって.個壁

外町47・48グ lJ~I r 

に新道式土器がJ(見

出された ζ とが額ける

ほか.さらに、こ町第

z号雄は第3号祉をも
削って構築されたこと

は勿酋である.

新道式期の全面的に

破壇されていた住居雄

2a ・ 町践女を第4号住居比

とLたい.!114号住居

祉のプランは径3.5-

、も =0 4聞の円醇プランが翠

可市町甲高官o:"" 定されるが、遺構内大

第7図解2号住居lJI;
部分は第2号住居さ止に

よって破壇され全血を

寵い知ることは不可能であヮた.

提揖予定地点の鯛査鈴n昼、工事中に石組土抵の西9固め用水抄中から縄文時代中期末
難問曽flm式期的埋賓が尭見されたが，工事や用水沙によって遺構はすでに確趨されてい

たため確臨すること陥できなか勺た.埋聾のほか灰軸陶器司監片と内耳土器の破片などが

工事中に尭且されたが，それらは.水図的開田町障すでに確織されていた遺構から町もの

でみろう. {武蔵雄大)



4 遺 物

1 )縄文時代の造物

前項で述べたように.縄文期の遺物は.九兵捕尾岨Il式期の3号祉と新道式期の4号祉

に由来すると考えられる.出土した土器片11聾現箱1冊弱であるが.そのう ちから一定組

度同大きさ主特徴をも勺ているものを 8-10図に示Lた.また，石器は11-13図町24点が

出土Lた.他には打石斧チ ，プと黒曜石町屑がある.

土 器

1-7は九兵高尾楓日式土器である. 111岨!WJ少〈ぴれ7のような底をもっ稼蝉陪で

あη，2， " 5はめ。ぺηと外ocl..た口頭部が箇甚な胴部に持って5，6のような張出底
で終る深鉢と"る. 1 11軸聞蝿文にタ吋ピ試の進帳区画文が輔され貰E沈割文もみえる.

2 は鋭、、タ ッチでク サピ~区画文が箆明りされ.四角押引文が加えられている. 3 11縄文

円上を平行線文が下~ ，胎土には組、、長石舷と金書母が目立つ. 41ま固め込んだ押引文金

樟えた弱い陽帯で区画きれ.隙聞にはジグザグ町押文が施きれている均九胴部には別め路

起線文がつけられている. 5は弱い隆捕と沈織による出形の区画文町ほか.胴部11ザラ y

とLたアパタ面町まま抽置されている.胎土の結合力が華〈手撮れでザラザラ主治末化す

る.22の有孔鍔付土器(図上fl元)11，鯵形.無文である点 細かい金書母がとんどチョ

コレート色の色劉などから判断Lて、ニの時期内所直と居、われる.

ところで， 8は2号枇町カマド町恒遭口町宜えに世用されていたロ暗部片である.山形

に起位する白幡町こ町部分11，プンドラ町ような遺障をな1..，乳房のように車町ふ〈らみ

をまE現して， it骨を示すごと〈 一条町豊雄刺尭文を押引いている.ロ植田形に従っては連

続刺提と突帯が頭部をめ〈・ η.口融内面には燃糸文が転がされている.胎土に岨い砂粒を

含む割には器E置は簿<，色調118縄色を呈する.ニ町ょうι全〈典置な諸特徴をもっ土器

1"極量ではあるが九兵捕尾担11式期にみかけることがあ η、関西町船元式ヨ車両範叫に入
るものと恩われるが.個体的特別な部分だけが畢を kどめて平安期的佳人によって再び利

用き札、今回まで遺るに軍勺た革命には興味をそそられる.

次lニ 9-18に新遭式土器を示Lた.9，10，171孟11新遭式の目印である三角押引宜を

蝿えている 11， 12， 18は曲沢式期町遺且である畳め町四角狩引士が樺〈印きれ， 14と15

1ま説内I式町キャタピラ文の前晶である幡町広的向押引きが行なわれている.13はかな9

間隔のつま勺てき た四角押引主主下垂する陽線文が付けられている.また，10と161ま槍積

8 
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節目図 岡原繍下遺跡m土蝿主土器妬影実欄図 (22， 231ま5-.1-)

穫を留めおいて地文劫援を出Lている.以上は171018が浅韓であ爪地Uみな禄僻醇とな

る.

19， 20は土器片岡盤である.給土 ー色聞から堕して九兵衛尾担日式土器片と思われ、19

1ま底部を利用Lている.また21は同じ〈九兵衛尾揖日式土器"底であるが.内面に無線作

を引掻きが印されていてそれがlI<階的ように見える.また外底は一面に白〈級官なものが

奮靖している町が注意をひし実輸によればι 自候聞などを量って土器を焼いた場合そうな

るζとが知られている.

231i.1f綱区の開館酉付近から工$中に尭見された世相1日式の埋壊である.縄文の地主をも

っ外面，.し勺かryLているが.内壁はザラザラに荒れ， 民化院博が付着している.
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石器

1 - 1 31~打製石斧でゐる.石置は 1-7 が帖仮岩ホルン 7~ ルスで薄片状に白い風化をみ

せている.そ町中て・1f1.頂部に 1次*'1取商を残す石片を用い且背が嘗曲している.穂先

t志向〈蝿り，背面には憧用車が片理に従う等高線説的縞文機を浮き出たせていることから.

12 
11 

13 

14 15 

16 

17 

f、
生 !。
19 

ー
21 
。 ，<圃

第四国 岡原繍ド遺跡出土石器実割図 I3 



明らかに石離といえるものである.

8はスレ ト製で加工の離しさか

ら棚辺町睦は厚い" 9 '1鍵輔岩製

で周肱は比較的こまめに加工され、

刃部は丸〈摩輔Lている.101ま硬

砂岩.11. 12'1砂岩4町内費成岩を

周ぃ.121立さき〈れ状の世周痕を

とどめている.13は屑都lこ扶ワを

入札られた縦型石ヒのよ うな形措

でー千枚岩魁.

つづいて.14-171;1.白〈薄片状

に風化した'"ル yフェルス円横刃

型石器である.断面がタサピ形を

呈L帯身である点が共通している.

18は分厚い頁岩型町制片石器で

ある.刃部は片面加工されている

が，頂部は吏li>IJJ離を猷みた挙句

に捕めたようである.19は帖極岩

副司石ヒである.

20は石盤的片脚部であろうが.

透明縄噛石の制片がカ ルしてい

たため加工連上で破慣したことが

綴われる.211志賀めよ〈ない半透

明黒曜石製であるが 凹面の棚は

制離できない何で制片銭となって

いる.

22 

". --

24 

23 

li!13図向車端下遺跡出土石器実測問 (1: 2.5) 

22. 23は鏡石安山岩盤の凹石ないしは磨石.221; 3号祉の炉端に蔀えられていたので火

鼎で割れが入札 23は片面に手触りのよい膳置が恕められるo 24'ま鰹節形町田石で石賀は

鎌韓岩.四面に 3個所.聾の凸面に 1個所の浅い凹穴を有L、開面には乱れた刺突直が見

られる.中期末棄の所産であろう. (小林公明)

14 



2 )平安時代の遺物

本間韮でi玄，平安時代の住居11<2舵が楠出された.遺物は少ないが全て住居社出土であ

る.

1号住居雄

遺物lま極めて少な〈。灰軸陶器の杯形土器が床面直上から l点出土Lたどけで(14図 1). 

外直虫昧肉付荷台をした高台杯で.糸明高炉包められ.糸切置に付高台をした事がhかる.

本舗:11灰軸陶器1省、の出土であるが.平安時代植半に属すると考えたい.

2号住居まま

出土遺物には土師器調車器及ぴ灰軸陶器がある.

土師器li.拝陪土器3，e;で (14図2-4)完形品11!(( .全てロクロ聾形で焼成は一般的

なもので 21志向外面とも赤描色を撃す半価休品-r.休部外面じ正位に r*J l:墨書され
ている.なお革片のため院解不明の畳書土器が3.?!.hり(14図21-23).これも全てロタ

ロ聾障の土師綜拝形土器で休部外面に黒書されている.2111内面黒色研磨したむ町で焼成

lil>まf良〈ない.22. 231i酷土が睡奮で農成li良〈硬〈しま~ていて内外面とも赤褐色

を呈l..2m足場遺跡&U'小六石遺陣出土問にみられるもの同植に.ロクロ聾形捷にへラ

帰。する技法を用いた間保山梨に分布の中心を持つものである.4 1:'口融郁を欠損する内

面胤色研庖したものである.血酪土器l点Ij(14図5). IJマド内出土の1111"完昨品で.

ロタロ聾形で後虚li一世的なむので.厚い糸切底に特慢がゐ? 一且フタとも考えられる

もので，町内でli小母間遣時と手i1<杭遺跡1号住居社から各1点尭見されている.また諏

路市荒神山遺酷からの出土問も聞き.県下にも骨布Lている機であるが，これも隣県山梨

に分布町中心金持つも肉であろヲ.14図61本底部のみで杯市土器か皿暗土器かそ的器形を

明暗にできないbのである.

灰軸陶器li.杯形土器が10点で(14図7-16)完形品はない.7-13f1外E荒味町付高

台をLた高台拝で。 7.1m 1同栂に糸切植に付高台をLた事がわかるものである.皿酵

土器は4点で (14図17-20)完形品はない.17は外匠自民味の付荷台をした高台皿で.19は

段皿である.この障に灰軸陶抱が比較的多〈出土l..灰軸陶器のめ9かたに註宜する必要

があろう.

怯製品は(14図24)向1点だけであった.世化町線度合暢直に進んでいたため朝だかは

15 
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場14図 続 1.2号佳E寿社出土遺物実割問

っき η断定できなかった.

以上が遺骨のおおまかな説明である.なお小銭片のため図示してないが土師器の寝形土

器杯形土器 ・揖車器の11形土器・輩陪土器灰軸陶器町拝陪土器皿形土器がある.

本 l号 2号住居ま止は出土壇抽から平安時代世半に属するものと考えたい.

(平出一泊)
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節目図 '1'世の遺物 (1:15) 

3 )中世の遺物

中世の遺物は.内宥土器と中国銭並に量軒などであ q た.

内耳土器はすべて破片であったが. 15図に示した 1.o.が最も大き<.その特置を具備し

ていた.

中国銭l主計6枚が尭見されたが.基拡の底面近〈にあった聞記通宝と大眠通宝li値化が

進みは勺き 9続みとれない援であった.

他の4点はいずれも良好な保存状態であり最も新しい掛遣の永楽通宝の存在と，抑制銭

のなかうたことなどから.事誌の造営年代の推定が可能であろう.

鉄製角11は.合計7点が畏見できた.これらはいずれも酸化が進みかろうじて昨状が判

明できる程度であゥた.

そ町うち.最も短い 3点liNo.2町甚拡から町尭見であり，他の 4)青ば事拡とは1蝿帳な〈

出土層位などから中世町ものと考えてよいどるヲ. {平山一治}

17 



5 ま と め

阿原繍下遺蹄11以上世項目にわた勺て述べてきたように縄文時代中期の初頭からゆ世に

且ぷ集落遣時であ勺た.そ Lて 現代も水図を主とする農緋地と Lて利用されている. L 

たがって.それぞれ同時代に生活し犯人々の生活の痕酔円多〈は畦捌きれ当時の現松をと

どめる遺構俗画めて少なか勺た.hずかに縄文時代中期初頭の九兵衛昆拙口式期の住居li

町一部と.平安時代後期町竪穴住居雄一過告がその全岨を窺い知る手掛リとな勺たどけであ

り.その他町遺構11，そ町存在を確認するにとどま勺た.

それ勺のうち.九兵荷尾掴日式期間住居栓は、黒色土居中に植草された柱穴の輯い開I~

恒住い的な住居であヲたが.土器11暗片であ9ながらこの時期金代弁する様式的な資斜で

I，?た.

斬週式期の住居t止は平安時代世朗の住居祉に完膚なさまでに破壇されていたので.ほん

とに存在を暗包するにとどま勺た.

曽判11式期11，住居の入口部に訟置されるのが普遍的な煙痩が尭且されただけであ勺た

から資料価値が薄弱なものであ勺た.

石組土拡む遺構そのものは立派であ勺たが時代考証の法手となる遺物が輯か勺化点が残

土であった.

平安時代f長期の住居祉は i宜槽は ~JIIIのこと完形土器ニそなか勺たが遺物 b豊富で ー

の地方を代表する好資料であ勺た.

中t止の遺構iま3華町事拡だけでI，?たが そ町うら1基からは中国の古銭6伎が艶見さ

れ六士銀を酎携する埋葬方法が砲がわれた.

中世の遺構113基同事JTt以外伺も尭見できなか勺たが鉄製町角町が7点も尭且できた

ことと内耳土器の暗片が比較的多カったニとなどから集落の存岨が健制できた.

阻みに1202年内面動蝿畠改帖によると地生 ・音骨とともに木ノ間的名がみられ 雌倉時

代初期に離帯伺あったことが続ι その後ど町ような瞳部の聖還があ勺た向か今極的研究

楳題と Lて県味深いむ町がある. (武鶴雄六}

J8 
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御所平遺跡発掘報告

発掘調査の動機

醐所平遺跡は.入霊山町東麓の台地上にある.遣時町周辺 帯は水図と園地に開拓され

ているが.丁度，御射山神戸と栗生区の中間にあたっている.ところが栗生区には，ニニ

を通O怯け神戸区町北方に唖った耕作地があ ry• 今まで神戸区を迂回 Lて耕作 L ていた.

こ的不t置きを取除ι かっ そ町通上の耕地の盟をも計る目的でほぼ直躍に近い農直を新

監することにな勺た. LかL，計画路線内には太郎ロ・醐所平の二遺跡があるため極力遺

跡内通過を避けるべ〈保存運動を展開Lたが地形や絹地へ町通入時の取付的関悟でやむを

得ず‘それぞれの遺跡的先箱をかすめる結果となヲて Lまった.そこで.事前に尭掘し記

揖保存するニとにな勺たのである.

調査の結果 太郎ロ遺跡は縄文時代後期の無文土器破片5点・打製石斧l点 石睡1点

と中期の無文土標破片 l，e: 土師器"'1I!形土器破片2.e.などが膏土中から尭見されただけ

で遺構は全〈なかった.そニで町本報告でl率直楠町存在した嗣所平遺跡の報告だけにとど

めて必〈ニとにした.

遺跡の環境

掴所平遺跡は 7オッサマグナの断層畠の上に押出Lた砂哩層の上にロ ムの堆楠がみ

られ，その上に.さらに小角躍を梶じた腐蝕土層がの勺て形虚された台地の付掴付近に存

在する.遺跡的北寄ηで.台地が断屠置に捜するあたワには湖水があり，この掛水を利用

して水田が作られている.また，遺跡の大部分は姻地となって必り縄文時代の遺跡として

古〈から知られ土器石器町尭見を聞かされていた.

発掘閑査の経過

尭掘は.昭和46年4月n日から行ない最終的に調査の完了 Lたのは5月10日であった.

尭縄に先立って分布調査を行ない責料を持た.尭掘は新般道路町センターラインにそっ

[60酬方時的醐傘八を3四間隔に設定して行な勺た.調査穴は10ヶ所であった.
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表土{織作土}は10-15閣で褐色土暗に移

行 L.偶色土層は15閣で軟質ローム面へと量

化する層位が暗隠で~，ニ.

表土中に I~径0.5- 2圃組度の小型が多量に

盟在していたが.褐色土層以下には全<IZめ

られず.小田をiJlずる庸蝕土町押出しの新L

いニとが判明Lた.

調査3えの尭姻では.....3の地点に径1m深

さ 70...の土拡があ~.中期中聾から末葉にか

けて町土器唖片が抽然と控込まれていた.輔

査Lたと ころ.こ向土誌は緩めて新Lい時代

め揖込みであるニ主が判明Lた.おそらし

畑地問聾の際.出土Lた土器瞳片金一掃Lて

役棄したものであろ う.こ同時町量柚は土器

唖片を主体に鯵理箱7摘に遣した.

....4-7の圃査穴は，いずれι25-却圃 で

軟質ローム耐に遣し.その雛融面11平担であ

ーヲて週摘の存在と遺骨は包められなかった.

ヂ

• 

v 

t 
v 

ln1図 問所平111/.1侵犯地1奇周 (1: 111(泌}

とニろが.....9町間査穴の蝿掘にかかると 1m以上向車訟な高込みに遭遇Lた.土層向

調査によ~ (主騎紘の坦世が暗隠で魯た.ニ町住居祉を醐所平1111号佳居枇と呼ぶ.

第 1号住居祉

第1号住居01:11.その約半分が

園地に臨接する水図町下に壇役L

ていた.こ同水聞は今年度脇障す

るため圃査できなか勺た.

住居lII:向の地土の地輔状睡 I~.

週三角峨土中に縄文時代中期の土

器の輔片と凹石が車入し.三角地

土とレンズ状地土中に師鳴に確片

2 

、

A 

2・a 

第2図御所'1'1事I骨佳居ilI:



と調車器唖片および既軸陶怨の革片などが遺存Lていた.

床面，.膚融土にローム同混じた貼床で.障の直上からはほ完醇の灰軸陶器1.e:と半欠土

器21.i.などが尭見できた.

東辺町中間には，石楠枯土貼りのカマドがあ')費ロ部には車さ100mに遣する幾土がIory

n量の破片と酷樺とが量見された.

この住居並は単定'm町方形プランで，ロ ムの銅製が全周するも町と堆定されるが.
底面が貼床のため柱穴その他の遺構を確恕することができなか勺た.

遺 物

遺物lム安保と土紘内尭見の縄文時代中期の土器・石器と，第1号住居老上尭見町平安時

代後期町遺物とがあった.

これらの遺物的うら縄文時代町遺物は。安眠資料と最近撮られた土llt向尭見町資料であ

ることから責軒価値め点で劣ることと、今田町線告書が開"平安時代特集のようなかたち

になったため本報告では箪1号住居祉尭見になる平安時代櫨期の遺物だけに限って扱ヲニ

とにした.

平安時代櫨期の遺物は.わずかぽか9の土師器の陣形土器確片と調車器破片が混入Lて

いたが，主なも的，.図示した灰軸胸秘主体形土器犯よぴ鍔量であった.土器のほかには怯

樽があった.

ミ事〆烹長ノ
ト- 十二-JJ三~，

5 L m  
- ー

第3固 】号Jt出土土器英樹図 3 



3図1.1.尭形の高台付係形土器で胎土はやや組〈褐色を呈Lている.軸は内面町底部

を楕向車に携すが外面は高台まで遣Lている.またロタロ藍形置が外面に特に著しい.

3図2fi，全体のM位置の破片で高台付時陪土器である.胎土は灰色を呈L焼成は良い.

軸は内外面ともに不聾陪に付暗Lている. ロタロ盤昨檀は外面で特に著Lい.

3図3.三.わずかに器臨の判別できる革片でやはワ高台付坪醇土器である.胎土U灰白

色で焼成は極めて良好である.軸は向面で底部を円形に残し外面は不畳形に付着している.

ロタロ草野面はやや弱い.な必，高台の接地面を平に箆明整形Lている.

3図411，やや厚手の土師器町鉢昨土器である.胎土U細いが金書惨を含む事褐色で焼

成の悪い土穏である.

3図511.瞳灰岩末を多量に混入Lた厚手の鍔韮で焼成は悪い.器形は下胸部以下を士

〈が，興陪的な鍔韮の暗躍を示すだろう.ほほ平担で内帽する折返L口唇の直下にl三やや

上向舎の鍔が量り，きながら中期縄文土器の有孔鍔付土器を想わせる.

量失揮は.10x5x2.5佃 の大ききで赤猟色を盆し 268gも町重量があった.

ま と め

今回の鯛査では。太R旧遺跡でi量構が尭見されず，縄文時代中期の遺跡e.n考えてい
た田所平遺跡でU縄文時代町置摘が尭見きれなかったかわりに平安時代世期の住居祉が尭

見されるなどアタンデントが多かった.

なかでも嗣所平第1号住居祉の場合"マドが本来隅に来るべき町が。中央やや甫寄り

で中央に圃Lているのが世b注意される点であった.次に 4のよ うなあまワみかけない

陣形土器の存在である.こ町土器.15の飼韮と同じ〈槍楠藍形によるもので類同町少ない

土器である.ぞれから，土師器め坪の小砿片が2-3点ということも有り樽ることだろう

が不思議であヮた.

今回の鯛査は尭縄画検が限られていたため橿〈局部的な見解Lか神られなか勺た.

本報告を尭刊するに当り尭婦に参加した細川光貞 岩佐今朝人 小林公明 ・小林良吏

内山直三的諸氏に感謝の意を表したい. {武蔵重量六}
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